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1年国語科
「蓬莱の玉の枝」
古典の親しみを持つこ
とを目標に、貴公子の
良さをアピールしてい
るところ

2年英語科
「不定詞」
学校の設備を基にした
カードゲームで、学習
の必要感を高めている
ところ
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豊浦町立豊浦中学校
଱ൌโĆൎሇโɄߔɍɬฆȱɀ૵ɣɬ
చɤ၄ɥȭɂȦɁȧɥ౺๤Ɉۋ౰
ġݨ࣋߂ɅȤȫɥఛȹɄݻ൨ૻڷɬ૩ȹȵɥ৙࿧ɬฆȱɀġ10月29日（金）公開研究会
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2年社会科
「中国・四国地方」
ICT機器を使用して資料
を提示しているところ

2年社会科
「中国・四国地方」
教科書をペアで音読して
いるところ
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10月29日（金）公開研究会
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3年社会科　「選挙のしくみ」
ICTを用いて振り返りのフィードバックを行うところ
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伊達市立長和小学校
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11月19日（金）公開研究会

2年算数科
「100をこえる数」
めあてーまとめー振り
返りを意識した板書

6年算数科
「分数のわり算」
面積図を使って複数の
児童に説明している
ところ
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安平町立遠浅小学校

11月19日（金）公開研究会
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むかわ町立穂別小学校

11月ǎ日（火）公開研究会
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3年社会科
「はたらく人と私たちのくらし」
iPadを使ってまとめの発表をしているところ
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1年国語科
「もののなまえ」
お店紹介で必要な事柄
について意見を交流し
ているところ

授業研後の研究協議
学習過程や教師の発問
等の改善点を拡大指導
案に書き込み、協議し
ているところ
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個別最適な学びと協働的な学び5ಽ㑆࠾ࡒ⎇ୃ

　令和3年答申では以下のとおり、「個別最適な学び」について「指導の個別化」と「学習の個性化」に整
理されており、児童生徒が自己調整しながら学習を進めていくことができるよう指導することの重要性が 
指摘されています。
・全ての子供に基礎的・基本的な知識・技能を確実に習得させ、思考力・判断力・表現力等や、自ら学習
　を調整しながら粘り強く学習に取り組む態度等を育成するためには、教師が支援の必要な子供により重
　点的な指導を行うことなどで効果的な指導を実現することや、子供一人一人の特性や学習進度、学習到
　達度等に応じ、指導方法・教材や学習時間等の柔軟な提供・設定を行うことなどの 「指導の個別化」が
　必要である。 
・基礎的・基本的な知識・技能等や、言語能力、情報活用能力、問題発見・解決能力等の学習の基盤とな
　る資質・能力等を土台として、幼児期からの様々な場を通じての体験活動から得た子供の興味・関心・
　キャリア形成の方向性等に応じ、探究において課題の設定、情報の収集、整理・分析、まとめ・表現を
　行う等、教師が子供一人一人に応じた学習活動や学習課題に取り組む機会を提供することで、子供自身
　が学習が最適となるよう調整する「学習の個性化」も必要である。

　前回の5分間ミニ研修では、GIGAスクール構想のもとで、ICTの効果的な活用についてを、令和2年9月の文部科学省から出さ
れている参考資料よりお伝えしました。今回は、個別最適な学びと協働的な学びについて考えていきたいと思います。
　文部科学省は令和3年3月に出した「学習指導要領の趣旨の実現に向けた個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実に関
する参考資料」の中で、個別最適な学びと協働的な学びついて以下のように示しています。

（ 出典 https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/new-cs/senseiouen/mext_01317.html ）

　「指導の個別化」と「学習の個性化」
を学習者視点から整理した概念が「個
別最適な学び」ですが、これを教師視
点から整理した概念が「個に応じた指
導」です。学習指導要領の総則では「児
童（生徒）の 発達の支援」の項目にお
いて、「個に応じた指導」の充実を図る
ことについて示しています。「個に応じ
た指導」に当たっては、「指導の個別化」
と「学習の個性化」という二つの側面
を踏まえるとともに、ICＴの活用も含
め、児童生徒が主体的に学習を進めら
れるよう、それぞれの児童生徒が自分
にふさわしい学習方法を模索するよう
な態度を育てることが大切です。

　日々の授業の中で実践していること
も多いと思いますが、更なる授業改善
の手助けになればと思います。
　胆振教育研究所では、今年度より個
別最適な学びと協働的な学びの実現に
向けた授業づくりについて研究してい
ます。ホームページには昨年度まで研究していた「明日から使える主体的・対話的で深い学びの授業実践」も掲載していますので、
授業改善の参考にしていただければと思います。
　夏期研修講座のまとめについては下記URLに載せてありますので、ご活用下さい。
　URL www.iburi-education.jp/events/r03summer


